
  新宿 シアター・ミラクル　利用規約
  主催者および制作担当の方へ
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1．本規約の内容は�6	Ô�›�]�–�;�^�•�”�M
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��`	Í�[�‡�b�{ 利用規約に反した場合は、事前の通告
なく公演を中止させていただくことがございます。また、上演中であってもご使用をお断りする場合があります。なおその際の負債
は一切当方は負わないものとします

２．万が一キャンセルされる場合は、別途申請書による書面の手続きが必要になります。電話連絡などの口頭だけでのキャンセルは一切
受け付けておりませんので、あらかじめご了承ください。

３．劇場使用契約の締結後に日程を変更する場合は、再度書面にて使用日程の変更後の申込書を取り交わす必要があります。電話連絡な
どの口頭だけでの日程変更の申し出は一切受け付けておりませんので、あらかじめご了承ください。

４．搬入・出入を含む劇場使用中の人的事故についてはすべて主催者の責任とし、劇場は一切賠償いたしません。なお、主催者において
必要な場合は必ず保険に加入してください。

５．劇場の備品および設備は故障やメンテナンスなどにより予告なしに変更になる場合がございます。必ず事前に確認をお願いいたしま
す。
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次の場合にはご利用期間中であっても契約を取り消し、または中止させていただくこともありますので予めご了承ください。その際の損
害責任は、ご使用者でご負担いただきます。

１．申込書等の記載事項に偽りがあった場合。
２．主催者、使用目的、内容の変更があり、事前に劇場側にお知らせいただけなかった場合。
３．規定資料の提出や関連事項のご連絡、ご入金が期日通りに履行されない場合。
４．建物や設備を破損、滅失させる恐れがある場合。
５．観客ならびにビル内の他のテナントとそのお客様、付近の通行者・居住者などの安全を損なう恐れのある行為を行った場合。また
は、その恐れがあると当方が判断した場合。

６．使用の権利を他人に譲渡、転貸した場合。
７．関係官庁から中止命令が出た場合。
８．利用規約の条項に反し、当劇場の改善の要求にも関わらずこれに従わない場合。
９．当劇場スタッフの指示に従わない場合。
10．その他劇場の運営上、支障があると認められた場合。
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不測の事故や災害など不可抗力の事態発生によりご使用者側の責によらず使用が不可能になった場合、誠意をもって対応させていただき
ますが、催し物の中止に伴う責任は負いかねます。
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１．まずは劇場事務所までご連絡いただき、劇場の空き状況をご確認ください。
２．ご契約を希望される方は、お電話にて劇場スタッフと契約日時の調整をしてください。なお、ご契約に際しては、主催者やプロ
デューサーなどの決定権をお持ちの方がご来場ください。

３．ご印鑑と予約金（通常は初日の劇場使用料）をご用意の上、劇場事務所までご来場ください。ご利用にあたっての注意事項を当方か
らご説明し、申込書へご記入いただきます。なお、予約金はいかなる場合においても返金いたしかねますのでご了承下さい。

４．チラシの入稿前に、劇場の地図・住所・電話番号を確認させてください。FAXやメールで結構です。
５．小屋入りの約 1ヶ月前に、劇場の下見の日程調整のご連絡をお願いいたします。
６．小屋入りの約２週間前までに「劇場使用内容詳細」をお送りください。FAXやメールで結構です。
７．小屋入りの約１週間前に仕込みの打ち合わせをします。日程調整のご連絡をお願いいたします。
８．小屋入りの 3日前までには、タイムテーブル・舞台装置図、仕込み図面一式をお送りください。FAXやメールで結構です。
９．使用料金の残金および延長料金は、公演最終日にお支払いください。
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１．お申込み手続き終了後のキャンセルは、以下の規定により料金が発生致します
・小屋入り初日から半年前までの場合、使用料金の半額をお支払いいただきます。
・小屋入り初日から半年以降の場合、使用料金の全額をお支払いいただきます。
・お申し込みが小屋入り初日まで半年を切っている場合のキャンセルも、使用料金の全額をお支払い頂きます。

２．キャンセルされる場合は別途申請書による書面の手続きが必要になります。口頭だけでのキャンセルは一切受け付けておりませんの
で、あらかじめご了承ください。



※キャンセルが決まり次第、メールにてご連絡ください。
※お電話のご連絡は行き違いになりやすいので、必ず同じ内容をメールでもご連絡ください。
※メール連絡がキャンセルはみとめられません。

３．指定の口座までキャンセル料金をお支払いください。なお、その際の振込手数料はお客さまにご負担いただきます。
※お振り込みの際の名義は、申込書にご記入頂いた申込団体名にてお願い申し上げます。
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１．消防法の定めにより、主催者が消防署に「催物の開催届出書」「禁止行為の解除承認申請書」他の書類を出す事を義務付けられる場
合は、消防署に所定の書類を提出してください。

２．音楽著作権に抵触する楽曲を使用するときは、社団法人日本音楽著作権協会（JASRAC）に届けを出してください。
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�} �6	Ô�y�y【日本語表記】　「新宿シアター・ミラクル　　【英語表記】　　「Shinjuku Theater MIRACLE」
���} �6	Ô�é�°�Ú�”�«�t�m�M�o�œ�œ 劇場ロゴデータをイラストレータ形式にてご用意しております。
・ロゴマークに関してはデータに記載されているロゴマークの使用規約に従ってください。
・劇場ロゴは劇場名の前に入れて使用してください。
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$�t�m�M�o�œ�œ 地図データをイラストレータ形式にてご用意しております。
・お渡しした地図データに変更を加える場合は、事前にご相談ください。
・ご使用者様にて地図を作成される場合は、必ず JR新宿駅からの地図をチラシに入れてください。
�y�²�•
$�~�é �°�Ã�”�»�³ http://www.t-miracle.jp/theater/maplogo.eps からダウンロードできます。
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各種宣材に記載する劇場名・住所電話番号は、下記の表記をお使いください。
　　新宿シアター・ミラクル　〒160-0021 東京都新宿区歌舞伎町 2-45-2 カイダ第 3ジャストビル 4F　TEL.03-5155-0788
※郵便番号および住所の「東京都」は省略可
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・当劇場の連絡先を記載していただいて結構ですが、当方では劇場までの道順や、開演時間などの基本的な内容以外は、全て当日の
主催者さまのご連絡先に掛け直していただくようにご案内いたしますので、予めご了承ください。

�Ù���z�]�b�;�8���¤
¶
`�w�«�™

１．搬入・出入を含む劇場使用中の人的事故についてはすべて主催者の責任とし、劇場は一切賠償いたしません。なお、主催者において
必要な場合は必ず保険に加入してください。

２．期間中、公演責任者・受付責任者は必ず会場に常駐してください。責任者の方々と（開演終演前後を含む）当方とが連絡が取れない
ために、観客ならびに当ビル内の他のテナント、当ビル付近の通行者・居住者・店舗に迷惑が及ぶ、あるいは安全に支障を来すと当
方が判断した場合、劇場利用を中止させていただく場合がございます。

３．劇場および楽屋内での盗難・紛失については劇場側では責任は負いません。ご使用者側にて厳重に管理願います。
４．劇場内部およびロビー、トイレの清掃は、原則としてご使用者側で行ってください。
５．非常階段の扉の鍵は絶対に閉じないでください。
６．非常時の避難誘導は劇場スタッフが行いますが、ご使用者さま全員のご協力をお願いいたします。
７．劇場防音ドアを開けたままでの上演は出来ません。なお、演出上外の騒音が入っても問題ない場合は、開けたままでも結構です。
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１．入館時間は 10:00、退館時間は 22:00 です。
２．使用時間には、搬入・搬出およびバラシ後の劇場側の退館チェックの時間も含まれます。

※退館チェックには 30分以上かかる場合もございます。予め余裕を持ったスケジュールを組み立ててください。
３．上記以外の時間に劇場を使用する場合は、延長料金として 30分ごとに 5000円を申し受けます。遅くとも前日までには劇場スタッ
フまでご連絡ください。

４．なお、８時に開演される場合で、なおかつ公演一週間前までに当劇場まで延長を申請された場合に限り、夜 23時までの延長料金を
サービスさせていただきます。その際は 23時には全員退館し、劇場扉を施錠できるようご協力をお願いいたします。

５．入館が遅くなる場合も、前日までに劇場スタッフにお知らせください。
６．23：30以降に使用が及んだ場合、別途劇場スタッフの帰宅交通費を申し受ける場合があります。
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１．朝来館されましたら、劇場事務所までお声掛けください。劇場の各ドアを解錠いたします。事前にお知らせいただいた小屋入り時間
を過ぎてもお声かけいただけない場合は、劇場スタッフがメンテナンスや清掃をする場合を除き、原則としてこちらから解錠するこ
とはございません。

２．毎日の退館時にも、劇場事務所にお越しください。施錠にうかがいます。
　　　※受付用具などロビーに出ているものは全て劇場内にて保管するようお願いいたします。
３．当日の時間延長のお申し込みは認めらない場合がございます。時間超過のないようご注意ください。
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１．必ず受付責任者を決めてください。
２．ご利用期間中、受付責任者は必ず会場に常駐してください。期間中に（開演終演前後を含む）当方と連絡が取れず、お客様のご案内
および安全に支障を来すと当方が判断した場合、劇場利用を中止させていただく場合がございます。

３．受付は、４階ロビーで行ってください。
４．受付、場内外整理などの人員はご使用者側にて確保し、事故のないよう十分にご準備ください。
５．最大収容人数は 120名とさせていただきます。それ以上のお客様のご入場できません。
６．受付責任者は非常口や避難経路、消火器の位置を確認し、非常時に備えてください。
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ロビーは劇場の所有物ではなく、ビル全体の共有スペースです。また楽屋、非常階段、劇場の扉は日々の退館時に施錠いたしますが、エ
レベータは施錠することが出来ません。よってロビーは通行人も進入することの可能な路上と同じ環境であると認識してください。
１．受付机は楽屋に保管してある長机をお使いください。
２．掃除、撤収はすべてご使用者側でお願いいたします。
３．毎日の退館時には、受付机一つを除く他の物は一切の例外なく、劇場または楽屋に収納してください。ロビーに放置していたこ
とによる紛失・盗難・破損の責は、当方では負いかねます。

４．差し入れは、当方では処分いたしません。毎日の退館時にお持ち帰りいただくことを強くお勧めいたします。
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６．万が一スタンド花が送られてきてしまった場合は、最終日までに処分していただくようお願いいたします。
７．楽屋においてある立て看板は。通行の邪魔にならないよう、１階エレベータ降りて左側に設置してください。
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９．上演中、ロビー部分に機材や装置を設置しないようお願いいたします。
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劇場にいらっしゃるお客様の安全を第一に考えて、十分な人員を用意し、万全の体制で臨んでください。
１．お客様にお並びいただく場合には非常階段をご利用下さい。その際必ず階段の片側を空けるようにし、非常時の避難通路を確保し
てください。、また列の先頭、最後尾には必ずご案内要員を配置してください。

２．１階ロビーにお客様がたまってしまわないよう１階にもご案内要員を配置し、エレベータ前の通路、非常階段への通路をお空けい
ただくように誘導してください。また、歩道に出ないようにご誘導をお願いいたします。

３．非常階段踊り場は、雨天の際には雨が吹き込む場合がございます。受付責任者が必ず現状を確認して、お客様が雨にさらされない
ようご誘導願います。

当劇場は商業区域にあり、派出所も近くにございます。道路が騒乱状態になった場合、ご近所からの通報などにより警察や消防署などに
通報される場合もございます。その際は公演中止などの事態も考えられますので、くれぐれもご注意ください。
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客席は舞台が見やすいように設置していただきますようお願いいたします。各壇の座席を交互に配置することで見やすさが増します。
１．特殊な客席の設置方法を採る場合は、事前に劇場までご相談ください。
２．エアコンの設定および換気扇のスイッチは、劇場お客様入口ドアの左手にございます。人員を配置して適切な設定をお願いいた
します。

３．夏場は必ず開場の 2時間以上前から、最低温度である 20度、強風に設定し、劇場全体を十分に冷やしてください。本番が始ま
ると照明の熱とお客様の体温とで、劇場の温度は急激に上昇します。　※当劇場は電気代を請求しません。

４．傘立てはありません。楽屋にお客さま用の傘袋をご用意しておりますのでそちらをご利用下さい。
５．お客様の喫煙は一階エレベータ前のみとさせていただきます。
６．客席のひな壇は構造上は解体が可能ですが、原則としてひな壇の解体は許可しておりません。
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１．貴重品の管理はご使用者にて厳重にお願いいたします。貴重品の紛失、盗難、破損に関しましては、当方では責任を負いかねますの
で、予めご了承ください。

２．管理上、劇場スタッフが楽屋に立ち入ることがあります。無人の状態で金銭や私物などを放置しなようお願いいたします。
５．ロッカーの鍵の管理は厳重にお願いします。紛失、盗難、破損時には実費請求させていただきます。
６．楽屋の備品を舞台上で使用することを禁止します。
７．楽屋内も禁煙とさせていただいております。
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ゴミは生活ゴミのみ劇場事務所で処理いたします。ゴミ袋はご使用者側にてご用意ください。毎日のお帰りの際に劇場事務所までお持ち
ください。なお、舞台装置などの�Ì�å�³�p
C
\�b�”�°�Û�x お引き受けいたしかねますので、
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　１．分別方法は「燃えるゴミ」と「燃えないゴミ」の２種類です。
２．差し入れのお花などは、原則お持ち帰りください。毎日の退館時にお持ち帰りいただくことを強くお勧めいたします。
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館内は全面禁煙とさせていただいております。



１．お客様の喫煙は、１階ロビーにてお願いいたします。
２．ご使用者の方は、４階非常階段踊り場にて喫煙が可能です。
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１．必ず非常口、火災報知器、消火器、消火栓の位置を確認してください。
２．当劇場の備品を移動する場合は、必ず劇場スタッフまでご確認ください。
３．安全のため、非難口通路の確保など劇場スタッフが指示する事があります。この場合はすみやかに指示に従ってください。
４．安全管理のため、劇場スタッフはいつでも、どの場所にも立ち入る事が出来るものとします。
５．ご利用期間中に建物、付帯設備、備品などを破損または紛失した際は実費（鍵を紛失の場合、取替え費用を含む）を申し受けます。

  舞台スタッフの方へ
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１．事前に余裕をもって劇場下見をしてください。その際は事前にお電話にて日程調整をお願いいたします。
２．小屋入り前後および本番中の責任者として、必ず舞台監督を配置してください。
３．音響・照明担当にはプロまたはそれに準ずる経験者を配し、舞台監督と協力して安全円滑に作業してください。
４．付帯設備および備品の操作は、ご使用者側にて行っていただきます。ご利用期間中に劇場技術担当者が不在の場合もございます。事
前の下見などで不明点は必ず小屋入り前までにお問い合わせいただき、問題点を解決しておいてください。

５．安全管理上、舞台および客席レイアウト等について変更をお願いする場合がございますので、会場内の配置や施工を決定する前に必
ず劇場スタッフにご相談ください。

６．劇場の備品および設備は故障やメンテナンスなどにより変更になる場合がございます。必ず事前に確認をお願いいたします。
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１．壁面・ドア・バトン・天井・椅子など各種劇場備品（楽屋・ロビーを含む）への釘うち、テープの使用。なお、平台へは釘打ちおよ
び養生テープの使用は可能。、また、幕同士のテープの使用は可能（ガムテープは禁止）。

２．ビル内での缶スプレー・有機溶剤の使用。
３．舞台上での火気の使用。
４．本水の使用（ドライアイスマシーンなど水が出る恐れのあるものは、養生の上、使用可）
５．楽屋や稽古場の備品を舞台上で使用すること。
６．ロビー部分に機材や装置を設置し、上演すること
７．その他、設備・機材破損の恐れのある行為。
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１．入館時間は 10:00、退館時間は 22:00 です。
２．使用時間には、搬入・搬出およびバラシ後の劇場側の退館チェックの時間も含まれます。

※退館チェックには 30分以上かかる場合もございます。予め余裕を持ったスケジュールを組み立ててください。
３．上記以外の時間に劇場を使用する場合は、延長料金として 30分ごとに 5000円を申し受けます。遅くとも前々日までには劇場ス
タッフまでご連絡ください。

４．なお、８時に開演される場合で、なおかつチラシ作成前までに当劇場まで延長を申請された場合に限り、夜 23時までの延長料金を
サービスさせていただきます。その際は 23時には全員退館し、劇場扉を施錠できるようご協力をお願いいたします。

５．入館が遅くなる場合も、前日までに劇場スタッフにお知らせください。
６．23：30以降に使用が及んだ場合、別途劇場スタッフの帰宅交通費を申し受ける場合があります。

�Ù���z�§	Z�y 音楽著作権に抵触する楽曲を使用するときは、社団法人日本音楽著作権協会（JASRAC）に届けを出してください。
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１．劇場の備品は、当方では運搬設置はいたしません。運び出し、配置、片付けを含めてご使用者側で責任を持って行ってください。
２．劇場利用最終日に退館される際には、清掃を行った上で原則として全ての備品・設備の原状復帰をお願いしております。原状復帰と
は、すべての劇場備品を元にあった場所に置き直し、元の状態に戻すことを意味します。仕込み時に各備品がどの場所にどのような
状態で設置されていたかを記録しておいてください。

３．駐車場はありません。路上に一時停止させる場合は、当ビル出入口側に止めてください（一度に一台のみ。搬入後は速やかに移動し
てください）。

４．１階ロビーおよび階段、各階の踊り場などには物を置かないようお願いいたします。
５．仕込み・準備の間も公演責任者が必ず常駐してください。やむなく代理を立てられるときは、代理の方のお名前、連絡先（電話番
号）等をあらかじめ劇場スタッフまでお知らせください。



６．ビルのエレベータ壁面を傷つけないよう、十分にご注意ください。
【参考】�¤�è�Õ�”�»�” �y�y ドアサイズW80cm×H209cm　内寸W140cm×D108cm×H229cm

�6	Ô�Å�ž�±� �¶ �y楽屋口：Ｗ 52cm×H178cm　　お客様出入口：Ｗ 80cm×H178cm
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１．劇場の備品および設備は故障やメンテナンスなどにより変更になる場合がございます。必ず事前に確認をお願いいたします。
２．当劇場では公演終了後に機材のメンテナンスを行っておりますが、公演期間中に突発的に発生した故障の責は負いかねます。
３．特に音響の再生機は毎公演終了ごとに再生されることを確認してからお貸し出ししていますが、万全を期したい方は、再生機をご持
参ください。特にCD-R や CD-RWを使用される場合は、メディアそのものの相性により認識しない場合がございますので、音響さ
んご自身が普段から使用されている再生機をお持ち込みください。その際もちろん持ち込み料は発生いたしません。

４．CD-R や CD-RWはCD-DAフォーマットのファイナライズ済みのCDにのみ対応します。
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照明＝主幹電源はブース調光卓座って右側の配電盤内右下にあります（蓄光テープが貼ってあるスイッチです）。
音響＝アンプはブース下にありますので、客席側より腕を伸ばしてスイッチを入れてください。
作業灯・空調・換気扇＝客席側劇場入り口入って左側の壁にあります。
ロビー空調・換気扇＝劇場の舞台側ドアの左手側の壁にあります。
ロビー照明＝非常階段ドア出て左手側の壁にあります。
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１，既存の劇場備品を移動する際には、事前に劇場スタッフまでお申し出ください。
２．ペンキ塗装や粉状のゴミなど、劇場床面を傷つける恐れのある作業をする際は、必ず養生シートをご用意ください。
３．劇場壁面や平台などの劇場備品に、両面テープやガムテープなどの粘着力の強いテープ類を直接貼ることは禁止いたします。平台に
は養生テープを貼り、その上から両面テープを使用してください。

４．劇場壁面は塗装が簡単にはがれてしまうため、養生テープの使用も禁止とします。
５．床面へのテープの使用は可能ですが、粘着力の強いものは使用しないでください。パンチカーペットを床面に直接貼る場合は、必ず
養生テープを床面にはり、その上から粘着テープを使用するようにしてください。また、ばらしの際には必ずはがし、万が一接着剤
が残ってしまった場合には、洗い落としてください。

６．平台に使用する釘は２寸まで。箱馬には１寸まで。
７．作業中は劇場ドアを極力閉めるようにお願いいたします。
８．劇場外での作業は原則として禁止させていただきます。
９．照明の替え球は劇場事務所にご用意しております。切れた球をお持ちの上劇場事務所までお申し出ください。
10．工具の貸出しはいたしません。
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１．使用しない劇場備品は、客席ひな壇下か、楽屋に収容してください。
２．楽屋にはモニターが設置してありますが、周囲の電波状況をうけて映像や音声が届かなくなることがございます。�Þ�Ç�»�”�›�V�l�T
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３．期間中は劇場内、非常階段、ロビー、トイレの清掃をしっかり行ってください。
４．客席は舞台が見やすいように設置してください。各壇の座席を交互に配置することで見やすさが増します。
５．バラシ時に発生するゴミは全てお持ち帰りいただきます。公演期間中の差し入れ、お花などは日々お持ち帰り頂くことを強くお勧め
いたします。
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１．清掃を行った上で、原則として原状復帰をお願いいたします。原状復帰とは、すべての劇場備品・設備を小屋入り時の元の状態に戻
すことを意味します。ただし、小屋入り前後の劇場使用状況によっては、こちらで備品の置き場所を指定させていただく場合がござ
います。

　　　【備品の置き場所】・パイプ椅子は 10脚ごとにまとめて、客席上手側に寝かせて並べる。
・灯体は種類ごとにまとめて客席下手側に、ケーブル類のケースもその付近に置く。
・箱馬は客席奥・ブース横下側に置く。　・脚立は舞台下手壁に立て掛ける
・掃除機やパンチカーペットなども元にあった場所に戻す。

２．退館される前に劇場スタッフの備品・清掃チェックを受けてください。原状復帰が出来ていない場合は、舞台備品を移動させる場合
もございますので、代表者を含め複数名残ってください。
※退館チェックには 30分以上かかる場合もございます。予め計算に入れて余裕を持ったスケジュールを組み立ててください。

３．２階、３階では他のテナントも営業しております。トランシーバーを利用するなどして、各階の連絡を密にし、並行して非常階段も
利用するなど、エレベーターを長時間占有することのないようにお願いいたします。

４．バラシ時に発生したゴミは全てお持ち帰りいただきます。公演期間中の差し入れなども全てお持ち帰りください。


